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地域における福祉・介護専門職のリカレント教育事業
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活動内容
【2017年度講演会・シンポジウム】
開催日時：2017年11月16日（木）14：40～16：10
テーマ：さよならのまえに―終末期について考えてみませんか
内　容：講演「家で死ぬということ」　梅田 信一郎 氏（医療法人光明池梅田クリニック院長）

講演「さよならのまえに」　竹村 味紗氏（医療法人正歯会理事長）
講演「特別養護老人ホームでの看取り」　谷口 淳子氏（ベルファミリア援護部援護長）

受講者：堺市民、福祉・介護従事者、学生　計179名

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺ガーベラの会／医療法人光明池梅田クリニック院長 梅田信一郎氏／医療
法人正歯会理事長 竹村味紗氏／ベルファミリア援護部援護長 谷口淳子氏／
前川泌尿器科院長・大阪府歯科医師会理事 前川たかし氏／ハートピア泉北
施設長 佐野将哉氏／陵東館介護福祉士 阪田篤美氏

■ 活動地域
関西大学堺キャンパス

■ 活動期間
2015年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

■ 人間健康学部 教授

岡田忠克
Tadakatsu Okada

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。

教 員 紹 介

1 本学が提供できる社会福祉学関連の学問的知識やスキルを、現場で働
く専門職のスキルアップのために提供すること

2 受講者が実践の場で活用できる方法や知識を習得するとともに、講師と
なる教員も本事業での経験を研究と教育に反映させること

ケアを受ける当事者とともに家族への支援の必要性について
理解することができた

1 今後の介護・福祉専門職を取り巻く多くの課題に
関するトピックの選定

2 講演会型だけでなく、スキルアップを目的とした
ワークショップ形式の実施についても検討
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人材育成 福祉・人権 教育 健康・医療

活動の目的

■主な連携先・メンバー
城陽市上下水道部／城陽市環境課／関西大学地盤環境工学研究室

■活動地域
京都府城陽市および南山城地方

■活動期間
1982年度～継続中

■活動資金
城陽市受託研究費、他
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京都府城陽市における地下水水源揚水井の適正管理と利用

安全安心 環境・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

1 城陽市が有する地下水水源揚水井の適正管理と継続的な利用に関する 
      研究・調査
2 地下水利用に伴う地盤障害の監視と対策に関する研究・調査　 

連 携にいたる経 緯

　城陽市は様々な要因から、上水道用水源を地下水に依存してきたが、1980年代には市の人口

が増加するにつれ、水源を地下水に大きく依存することになり、その適正な維持管理と利用に関し

て本学に依頼があり、これまで様々な研究を通して、市の上水道行政ならびに地下水保全と利用

を行ってきた。現在、上水道の85％が地下水に依存している。2009年、城陽市と本学は包括連

携協定を締結した。

活動内容
　1882年から、京都府南山城地方の上水道用揚水井、農業用揚水井、産業用揚水井を対象とした地

下水利用実態調査を行う。また城陽市が有している水源揚水井の揚水データ収集・解析を進めて、適
正管理技術の普及啓発に取り組む。城陽市の人口増に対応するために、各水源揚水井の高効率化、
ならびに新設水源揚水井の最適位置と帯水層等の適正管理技術の普及啓発を実施する。それとともに
揚水に伴う地盤沈下等の地下水障害発生の監視技術の普及啓発を行う。1997年城陽市の上水道用
水源揚水井を保全するために、城陽市地下水保全対策委員会を設置し、委員長に就任（現在まで11
期22年間委員長職）。本委員会を通じて地下水保全対策の理解増進を行っている。

　近年では、水源揚水井を対象としたアセットマネジメントによる最適管理に関する研究、AI（人口知能）
を活用した水源揚水井水位の将来予測に関する研究に取り組んでいる。

今 後 の 課 題 ・ 目 標
1 アセットマネジメントによる水源揚水井の最適管理と
　  適正利用に関する研究    
2 機械学習による水源揚水井地下水位の将来予測

■ 環境都市工学部 教授

楠見晴重
 Harushige Kusumi

専門は地盤工学。地盤に関する社会基盤施設の安全性に関わる問題、地下水利用および

地盤・地下水汚染に関する問題等に関して、景観、環境に配慮した最先端学理・技術の研究

を行っている。2020年度文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞。

員教 紹 介

総合政策

活 動 の 成 果
1 城陽市においては長年の技術指導によって、適正管理されている      
      20本の水源揚水井から年間約800万トンの地下水が40年以上にわ 
      たり安定的に揚水されており、地下水に対する住民の理解増進が
      図られている
2 地下水を永続的かつ安全・安心に利用するために、城陽市では包
      括的および適正な水源揚水井の維持管理技術の研究、調査を通じ 
      て公的団体職員に対する安全・安心な水道水の供給技術の提言、
      普及啓発を行った
3 住民に対しては講演や市民講座等を通じて、直接地下水全般に対
      する意識の向上を行い、地下水保全技術の理解増進が図られている




